
 事務局  道 生 連 

電 話 011-736-1722 

ﾌｧｯｸｽ  011-736-1688 

ﾒ ｰ ﾙ seihoyokusurukai 

@herb.ocn.ne.jp 

 

生活保護制度を良くする会 

ニュース   
裁判へのご支
援・ご協力を! 
 201４年１０月１４日 ２３号 

                            

原
告
予
定
者
と
弁
護
団
が
顔
合
わ

せ 

原
告
団
長
に
後
藤
昭
治
さ
ん 

結
団
式
は
、
「
生
活
保
護
制
度

を
良
く
す
る
会
」
の
肘
井
博
行
共

同
代
表
（
弁
護
士
）
の
挨
拶
で
始

ま
り
、
三
浦
誠
一
事
務
局
責
任
者

（
道
生
連
会
長
）
が
裁
判
の
意
義
、

原
告
の
役
割
、
提
訴
ま
で
の
諸
日

程
や
実
務
に
つ
い
て
報
告
、
提
案

し
ま
し
た
。 

次
に
、
渡
辺
達

生
弁
護
団
事
務

局
長
（
弁
護
士 

写
真
）
か
ら
「
裁

判
で
は
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活

と
は
何
か
、
生
存
権
が
ど
の
よ
う

に
侵
害
さ
れ
て
い
る
か
を
堂
々

と
訴
え
て
い
く
」
と
裁
判
を
闘
う

ポ
イ
ン
ト
が
話
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
原

告
団
に
つ
い
て

提
案
さ
れ
、
原

告
団
長
に
後
藤

昭
治
さ
ん
（
７６
才
・
厚
別
区 

写

真
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
参
加
し
た
原
告
予
定
者
と
弁

護
士
全
員
の
自
己
紹
介
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
原
告
予
定
者

を
代
表
し
て
向
山
雄
二
さ
ん

（
６３
才
・
江
別
市
）、
原
弘
子
さ

ん
（
６８
才
・
小
樽
市
）、
井
上
大

朔
さ
ん
（
４２
才
・
西
区
）、
石
原

夜
須
子
さ
ん
（
６８
才
・
南
区
）

が
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。 

 

更
に
、
後
藤

団
長
の
挨
拶
、

細
川
久
美
子

原
告
世
話
人
代

表
（
道
生
連
副
会
長 

写
真
）
の

挨
拶
、
各
地
域
の
世
話
人
の
紹
介

が
あ
り
、
最
後
は
新
保
裕
道
労
連

副
議
長
の
リ
ー
ド
で
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
を
唱
和
し
終
え
ま
し
た
。 

 

法
律
扶
助
制
度
の
説
明
・ 

相
談
会
に
７５
人
が
参
加 

 

結
団
式

終
了
後
、

法
律
扶
助

制
度
の
説

明
・
相
談

会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

住
民
票

や
保
護
決
定
通
知
書
な
ど
法
律

扶
助
援
助
申
込
に
必
要
な
書
類

を
準
備
し
た
原
告
予
定
者
は
、

１２
ヶ
所
の
相
談
テ
ー
ブ
ル
で
弁

護
士
と
２０
分
ほ
ど
の
面
談
し
、

生
活
保
護
を
利
用
す
る
経
過
、
生

活
状
況
な
ど
手
続
き
に
必
要
な

質
問
に
答
え
ま
し
た
。
こ
の
日
は

２
時
間
半
で
、
７５
人
の
相
談
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
待
ち
時
間
の
間
で
、「
Ｓ

ＴО

Ｐ
生
活
保
護
基
準
引
き
下

げ
」
ア
ク
シ
ョ
ン
の
生
活
保
護
ア

ン
ケ
ー
ト
に
７０
人
が
協
力
し
て

く
れ
ま
し
た
。 

<

忘
れ
物
の
お
知
ら
せ> 

 

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
の
紺
色
の
「
帽

子
」
の
忘
れ
物
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

１０月１１日（土）、札幌市教育文化会館で「新・人間裁判」の原告予定者の結

団式が行われ、予定者９０人、弁護士１４人、支援者４４人の１４８人が参加 
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